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Dreams come true
Dreams come true

TOKAMACH ITOKAMACH I 先
人
た
ち
が
つ
な
げ
て
く
れ
た

農
の
伝
統
を
未
来
へ
と

守
り
続
け
ま
す
。

農
業
の
振
興
・
伝
統
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化

城之古青菜
　100年以上前から栽培されている十日
町市の伝統野菜。 甘みとほのかな苦みの
ハーモニーで愛され続けています。現在は、
城之古青菜生産組合（13戸）でハウス栽
培されています。特に3月から出荷される
青菜は、つぼみがつくことで青菜の香りが
高く一層甘さが増します。鮮やかな緑色で
食卓を彩る、冬の貴重なビタミン源です。
おひたし、一夜漬、サラダなどでおいしく
食べられます。

学校給食
　十日町市では、食育と地元食材の地産
地消を推進するため、月１回「とおかまちメ
ニューの日」を設けて、児童・生徒が農業
生産・郷土料理など地域の食文化に対す
る関心を高め、食の安全・安心、望ましい
食習慣に関する理解を深める取組みを実
施しています。

Agricultural Promotion
Agricultural Promotion ・ Branding of tradi-
tional vegetables
Continue to conserve the tradi-
tions of agriculture, the legacy of 
our forbearers, for the future.
　Tatenokoshi Aona (a type of spinach) is one of 
the traditional vegetables that has been grown in 
the snowy Tokamachi Tatenokoshi region since 
the Meiji Period. As the president of the Tateno-
koshi Aona Growers’ Association, Mr. Tsutomu 
Kobayashi has been working on improving the 
quality of Aona with the guidance and help of his 
seniors since 2013. He says “I want to work on 
further increasing consumption (the branding of 
Tatenokoshi Aona) and nurturing future succes-
sors of the program.”
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雪
深
い
冬
の
十
日
町
市
の

食
卓
に
旬
の
青
菜
を

届
け
て
い
ま
す
。

　　「城
之
古
青
菜
」は
、雪
深
い
市
内

城
之
古
の
地
に
明
治
時
代
か
ら
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
野
菜
で
す
。

1
9
1
1（
明
治
44
）年
前
後
に
、城

之
古
の
2
人
の
高
橋
さ
ん
が
太
田
島

の
上
村
さ
ん
か
ら
大
崎
菜
の
種
子
を

分
け
て
も
ら
い
栽
培
を
始
め
た
こ
と

が
起
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。当
時
、

雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
妻
有
の
地
で
春
一

番
に
収
穫
さ
れ
る
生
鮮
野
菜（
青
も

の
）は
非
常
に
珍
重
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
て
、現
在
で
も
十
日
町
市
で
は
、

ホ
ウ
レ
ン
草
や
小
松
菜
と
並
ん
で
地

域
を
代
表
す
る
葉
物
野
菜
と
し
て
食

卓
に
上
っ
て
い
ま
す
。近
年
で
は
、ハ
ウ

ス
栽
培
に
よ
り
安
定
生
産
が
可
能
に

な
り
、県
内
の
ス
ー
パ
ー
や
生
協
・
コ
ン

ビ
ニ
を
は
じ
め
、地
産
地
消
に
取
り
組

む
学
校
給
食
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　青菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と

若
手
後
継
者
育
成
に

尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

　　私
は
、2
0
1
2
年
か
ら
城
之
古

青
菜
生
産
組
合
長
と
し
て
先
輩
の
皆

さ
ん
の
指
導
・
協
力
を
も
ら
い
な
が
ら

青
菜
の
品
質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。信
濃
川
に
近
く
雪
深
い
こ
の
地

域
で
冬
場
の
ハ
ウ
ス
栽
培
は
大
変
で
す

が
、先
人
た
ち
が
苦
労
と
工
夫
を
重

ね
て
今
に
つ
な
げ
て
く
れ
ま
し
た
。豪

雪
や
洪
水
、台
風
な
ど
幾
多
の
災
害

を
経
て
、ハ
ウ
ス
も
頑
丈
な
造
り
に
な

り
、井
戸
水
で
雪
を
消
す
仕
組
み
も

定
着
し
ま
し
た
。

　組
合
員
の
何
人
か
は
、地
元
J
A

の
土
壌
を
研
究
す
る
会「
土（
べ
と
）の

会
」で
、土
壌
の
改
善
に
努
め
、安
全
で

お
い
し
い
青
菜
づ
く
り
に
役
立
て
て
い

ま
す
。今
後
は
、さ
ら
な
る
消
費
拡
大

（
城
之
古
青
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
）と
後

継
者
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

さらなる
ブランド化と
後継者育成を
したいです。

さらなる
ブランド化と
後継者育成を
したいです。雪の中で大切に

育てた青菜を
ぜひ食べてください。

雪の中で大切に
育てた青菜を

ぜひ食べてください。

1.雪深い十日町市でも冬場に不足する青物が生産できるのは先人の努力の
賜物。2.ハウスの周りに地下水を流すことで融雪と保温をします。普段は雪が
降ると降雪センサーが働いて自動的に水路に水が流れます。3.伝統野菜を
守り続ける城之古青菜生産組合の皆さん。4.12月下旬から4月下旬まで栽
培されていて、市内と近郊を中心に新潟県内に出荷されています。5.地産地
消、食育の一環として、学校給食に城之古青菜を使ったメニューが取り入れら
れています。

冬でも日が射すと汗ばむほどの暑さ。
「城之古青菜」を栽培しているハウス
内で、奥さんとともに。

十日町 ひと・ゆめ・みらい

profileprofile

小林 勉さん
市内城之古在住。50歳のとき早期退職して就農、家業だった農業を一から教わり
ました。現在は、水稲1.6ヘクタールのほか、露地畑60アールで丸ナス「梵天丸」と
夕顔、5棟のハウス（計8アール）で「城之古青菜」などを栽培しています。
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